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1．緒言

　モ リブデ ン と銅 は 、 融点お よ び熱膨張係数の 差が大 き く、 それ らの 接合に は一般に 通常

の 溶融溶接 は行なわ れず 、 金 やニ ッ ケ ル を ろう材 と して 用 い た ろ う付けや機械的接合が行

なわれ て きた
1 ）

。 本研究で は 、 モ リブデ ン と銅の 拡散接合部 の 強度を検討 ・評価す る為に

銅をイ ンサー ト材と して 用い て モ リブデン の 拡散接合を行ない 、 接合部の ミク ロ観察 ， X

線分析およ び引張試験を行ない なが ら静的強度を確認 す るとと もに 、 回 転曲げ疲労試験を

お こ ない 、そ の 動的強度を検討 した 。

2．実験方 法

　供試材 は、JIS　H4482 −WBE モ リブデ ン （99・98％｝の 丸棒 （φ10， φ13
，　 L40   ）とし 、 無酸

素銅 の 箔（20μ m ， 99．98％ ）をイ ン サ ー ト材 と して用 い た 。 拡散接合 は 、 3 × 10皿3Pa の 真

空度の もとで 行 な い 、 昇温速度は 700K／Hr，保持時間は3．6Ks と した 。 接 合条件 は 、 接 合温

度を 1023K， 1123K， お よび 1223K の 3条件 と し、 接合圧 力を 50MPa，
　100MPa， お よび 150MPaの

3条件 と した 。 接合部試料の 断面の 組織を光学顕微鏡 にて 観察す る とともに 、 SEM 観察

お よ び EPMA に よ る面分析 ・線分析を行 な っ た 。 引張試験は 、
　 Fig・1に 示す試験片を用

い て 行な い 、 イ ン サ
ー

ト材近 傍に 歪ゲ ージを取付け 、 オ ー トグラ フ 引張試 験機に よ り荷重

お よ び歪を測定 した 。 ク ロ ス ヘ ッ ド速度は 、
0，25  ／min ．と した 。 回転曲げ疲労試験 は 、

Fig．2 に示す試 験片を用 い て 行な い
、 破断 した試料に つ い て は 、

マ ク ロ 的な破面観察を行

な っ た 。 　 　 　 　 bond　interface
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3 ．実験結果および 考察
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　マ ク ロ
・ミ ク ロ 観察の 結果、接合界面 に は ボイ ドお よ びそ の他の 未接合部 は観察 されず

また 、 状態図か ら も明 らか なよ うに 合金層 や金属 間化合物等 も特 に認 め られ な か っ た 。 E

PMA に よ る面分析 ・線分析の 結果か らは、モ リブデ ン の銅側 へ の 拡散は確認 され な か っ
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案 し たが
2 ）

、 橋本 らは 、 常温 にお け る静的強度 は、

接 合 郭の 剪断試験 に よ り 、
ニ ッ ケ ル イ ン サ

ー
トよ り

も銅 イ ン サ ー トの 方が 高 くな る事を示 した
3 ）

。 本研

究 に おい て もモ リブ デ ン の 再結晶 温度 （約 1500K ）

よ り も低 い 温度域 で 拡散 接合 を行 な い 、 常温 に お け

る引張試験 に よ り接合強度を評価 した 。
Fig．3 お よ

び Fig．4 に 示す よ うに 、 接合圧力 150MPa，接合温 度

1123K の とき接合 部の 引張強度は最 も大き くな り 、

約 570MPaで あ っ た 。 引張 試験 後の 試料の マ ク ロ 的な
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破 面観察に よ り、モ リブデ ン側の 母材破断が部分的に 確認 された 。 常温 に おけ る接合部の

動的強度を評価する為に 行な っ た 回転曲げ疲労試験 に よ り、接 合部 の 疲労 限 は、約 140MPa

とな り、接合部の 引張試験に よ る接合強度の 約 1／3 の 値を示 した 。 ま た破断 した試 料の マ

ク ロ 的な破面観察に よ り 、 モ リブデ ン側の 母材破断が 部分的に 確認 された 。

4．結言

　モ リブデ ンの 銅側 へ の 拡散 は確 認 されなか っ たが 、 銅 の モ リブデン 側へ の 拡散 は確認す

る事が で きた 。 接合圧力ISOPPa， 接合温度 1123K の とき接合部の 引張強度は最 も大 きくな

り、約 570MPa で あ っ た 。 また 、 回転曲げ疲労試験 に よ る接合部の 疲労限 は 、 約 140MPaで

あり、接合部の 引張試験に よ る接合強度の 約 1／3 で あ っ た。
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